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研究総括からのご挨拶
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2023年度に発足した新規領域
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革新的な細胞操作技術の開発と細胞制御機構の解明

戦略目標

本戦略目標では、細胞制御機構の解明と細胞操作技術の開発を両輪として進め
ることとする。これまでにない新たなアプローチによる研究開発を推進するため、
手法、生物種を特定せずに、多様な研究分野の研究者を巻き込むことで、革新的
な細胞操作技術の開発や、細胞操作技術の開発を通じた細胞制御機構に関する
新たな知見やイノベーションの創出等を目指す。

概要

https://www.mext.go.jp/content/20230314-mxt_chousei01-000028067_00007.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20230314-mxt_chousei01-000028067_00007.pdf


細胞操作 Cell Control

領域名

複雑なシステムを支配する因果関係を暴くには、ある特定の要素の
働きを操作してシステム全体あるいは他の要素の振る舞いを調べる
ことが有効です。本研究領域は、細胞をさまざまに操作する技術の
開発を多面的に行います。参画研究者は、眼前の細胞が見せる謎
を十二分に慈しむこと、すなわち細胞を遊びぬくことが求められます
。

領域概要

CREST 新規領域

4



本領域名の略称
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細胞を遊ぶ
yuCell
uCell

You Cell
あなたにとって「細胞操作」とは？
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1. 細胞操作技術の開発



気になる言葉： 革新的
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革新的技術
と

実用的技術



気になる言葉： 両輪

9

本戦略目標
細胞制御機構の解明と細胞操作技術の開発

科学の両輪
真理探究と技術開発

両輪の間で思いっきりゆらぐ（遊ぶ）こと

多様な車軸と両輪を設定すること



デバイス
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２大、先端的細胞操作技術

・ゲノム編集

・オプトジェネティックス



デバイス
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２大、先端的細胞操作技術

・ゲノム編集
CRISPR-Cas9

・オプトジェネティックス
微生物ロドプシン



デバイスを巡る両輪
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＜entopic 本来の場で＞
細胞の戦略を知る
デバイスを切り取る

＜ectopic  異所的に＞
因果関係を解明する
有用なモノを開発する
デバイスをチューニングする



光受容タンパク質（発色団）

Rhodopsin (retinal)
Phytochrome (bilin)
Phototropin (flavin)
Cryptochrome (flavin)

…
…….

光と生命との相互作用
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生物の大量絶滅
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「見る」と「操る」の関係
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A light-driven proton pump  >> A fluorescent voltage sensor
Converting Light to Voltage        Converting Voltage to Light (Fluorescence) 

Can we run microbial rhodopsins in reverse?



生物資源に頼らないやり方
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人工設計の
Latching orthogonal cage-key proteins

LOCKR

from scratch!
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２. 細胞操作技術の実践



個体レベルでの研究
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因果関係を解明する
有用なモノを開発する
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ボトムアップ型で学術の振興を目的とする科学研究費助成事業と、トップダウン型でイノベーションにつながる
新技術の芽の創出を目指す戦略的創造研究推進事業は、その制度趣旨及び内容が大きく異なる。

ボ ト ム ア ッ プ 型
【 科 学 研 究 費 助 成 事 業 】

ト ッ プ ダ ウ ン 型
【 戦 略 的 創 造 研 究 推 進 事 業 】

幅広く独創的で多様な

学術の振興を図る

学術的な観点から独創的・先駆的な
優れた研究に対して補助

研究者の自由な発想に基づく

研究提案

国が定める戦略目標等の下、
科学技術振興機構等が研究領域を設定

イノベーションにつながる新技術の芽を創
出するための研究を推進

研究領域の趣旨に沿った
研究課題を研究領域毎に公募

・ 研究者が自ら研究課題を設定

・研究者コミュニティから選ばれた研究者に
よる審査（ピアレビュー）により研究課題を
選定

・ 人文学・社会科学から自然科学までの全て
の分野にわたり、あらゆる学術研究を支援

・ 応募時に提出した研究計画に基づき、研究
者が自律的に研究を実施

・ 研究領域毎に研究総括を選定

・ 研究総括を補助し、マネジメントに参画す
る領域アドバイザーを委嘱

・研究総括に責任と裁量を与えた採択

・ 研究総括が、各研究課題の進捗状況の把
握・予算配分・研究への助言等を行い、研
究領域をマネジメント

（日本学術振興会） （科学技術振興機構等）

科研費と戦略的創造研究推進事業
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A Wild Card
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寄生虫学
Parasitology

人体寄生虫学



寄生 vs. 共生
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寄生 parasitism
相利共生 mutualism
片利共生 commensalism



寄生虫バック
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わたしたちの体は寄生虫を欲している

The Wild Life of Our Bodies

Rob Dunn



寄生虫バック
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ゲノム編集
で病原性除去



寄生虫分類
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原虫 人体内で分裂・増殖する
根足虫 赤痢アメーバ
鞭毛虫 トリコモナス トリパノソーマ
胞子虫 マラリア トキソプラズマ
繊毛虫 バランチジウム

蠕虫 人体内で分裂・増殖しない
線虫 回虫 アニサキス 鉤虫、顎口虫、、、
吸虫 肝吸虫 肺吸虫 住血吸虫、、、
条虫 日本海裂頭条虫 マンソン裂頭条虫、、、



寄生虫マシン
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蠕虫にゲノム編集
で行動を制御可能に
獣医寄生虫学から



寄生虫分類
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３. 細胞操作の再考



AA

282
8

共有したい心構え

一度も失敗をしたことがない人は、何も新しいことに挑
戦したことがない人である。
Albert Einstein

小さなことは本当に小さい。でも、小さなことを真心を込
めて行うことは偉大なこと。
Mother Teresa

樹木にとって最も大切なものは何かと問うたら、それは
果実だと誰もが答えるだろう。
しかし実際には種なのだ。
Friedrich Nietzsche



研究期間と研究費
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研究期間 5年半以内

研究費 １）１課題あたり総額3億円 (直接経費)を上限

２）発展的柔軟性を考慮し、

小規模チーム構成(ミニCREST)でのスタートも歓迎
※1 ミニCRESTとしての予算上限は設けませんが、規模や内容に見合った予算計画を記載してください。

※2研究機関中に規模拡張のための追加支援を行う可能性があります。

ミニCRESTとは

小回りが利くので推奨。



提案に関する留意事項

30

1. 原則的にCRESTはチーム型研究です。チームを構成する研究者

がそれぞれの強みを活かし相乗効果を生み出すような体制を練
ってください。

2. しかしながら、チームつくりは時間がかかるものです。とくに初年
度は十分な時間が確保されないまま提案提出に至ると考えられ
ます。‘彼是のチームメンバー求ム’の状態で提案する場合もあ
り得るでしょう。



ご清聴、ありがとうございました。
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